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ノーリフティングケア取り組みの歩み

７年前
（H26年）

力任せの介護をゼロにするため
福祉用具の利用が始まる

スライディングボード（3枚） シート、グローブ（6組）

フットサポートアームサポート開閉可能
車いす（20台）

導入した福祉用具

ボードを使用せず抱え上げの移乗をする職員がいた

移乗中に皮下出血や表皮剥離が多数

必要な福祉用具を購入



ノーリフティングケア取り組みの歩み

6年前
（H27年）事業計画で「抱え上げない介護」（注1）取り組み開始

手動ベッド

導入した福祉用具 フットサポートアームサポート開閉可能
全ご入居者分完備

フットサポートアームサポート
開閉不可

電動ベッド
全70床完備

スライディングボードでの移乗ができる環境を整備

注1：抱え上げない介護とは、ご入居者を守る目的
ノーリフティングケアとは、職員とご入居者を守る目的

使いやすい環境を整え
スライディングボードを
使用するようになる

ノーリフティングケア取り組みの歩み

5年前
（H28年）

• 一部のご入居者を抱え上げていた
• スライディングシート、グローブは使用されず
• 介護職員がご入居者の姿勢を心配するようになる

シート、グローブ
（全介護職員分）

ポジショニングピロー（複数個）フレックスボード（3枚）

スライディングボード（3枚）導入した福祉用具

スタンディング
リフト（1台）

導入した
福祉用具スタンディングリフト導入(トイレ〇 入浴✕✕✕✕)

• トイレや入浴が抱え上げ介助
• 抱え上げが残っていたため、トイレで抱えてるから
「ま、いいや」という考があった

スライディングボード必要枚数揃えたが、利用されず



専門の外部講師による研修開催（1.5時間の集合研修を不定期開催）
（ノーリフティングケア技術、ポジショニング、シーティング、排泄ケア、口腔ケアなど…）
ノーリフティングケア関連の外部研修へ参加

職員の身体を守り、ご入居者の安全安心な生活を守る
「ノーリフティングケア」教育が始まる

ノーリフティングケア取り組みの歩み

4年前
（H29年）

一部の職員が知識と技術を身に着けても
ノーリフティングケアの質は向上しなかった
マネジメント、体制づくりが必要と感じた
ノーリフティングケア推進委員会を

現場職員中心に７名で結成

ノーリフティングケア取り組みの歩み

3年前
（H30年）

目標や計画が大まかで細かな修正
ができず未達成、未実施が続く

唯一、抱え上げを行っていた浴室にリフト導入

自動体位変換マットレス（1台）

導入した福祉用具 スタンディングリフト1台

床走行式リフト1台

脱衣室用リフト1台

• ノーリフティングケアの福祉道具が揃った
• カンファレンス開始、ケアの見直しを多職種で検討
• 近隣の病院や施設向けに「施設見学会」開催

電動ベッド1台



ノーリフティングケア取り組みの歩み

“ノーリフティングケアはやったほうがいい”
ということは全職員がわかっていたが、
“早く終わらせたい”気持ちが優先され、

抱え上げ介護に戻っていった

半年前
（R2年6月） 前腕と下腿の皮下出血が多くなっていた

2年前
（H31年）

ノーリフティングケア推進委員会を余儀なく解散

ノーリフティングケアが
維持できなくなっていた

体制の変動

H28.6
介護主任
異動

H29.6
看護主任
異動

R2.7
主任相談員
異動

R2.4
介護主任
異動

誠光園目的への歩み

H26年
R2年6月

• 中心的なメンバーが法人内の他施設に異動となり、求心力、
統率力が低下

• ひとりがほとんどの役割を担っていたため、異動後に組織
の立て直しが必要であった

• 次世代の育成ができていなかった
• ノーリフティングケアが衰退した



福岡県ノーリフティングケア

普及促進事業参加

施設⻑
「やるでしょ！」
と乗り気

• R2年6月ノーリフティングケア推進委員会再結成
• 委員会メンバーに施設⻑が参加
• 職種、社員・パート関係なく、実行力あるメンバーを選出

• 他施設からの取り組み報告でヒントが見つかるかもしれない
• 自施設だけが苦労しているわけじゃない
• 共感できる仲間がいればモチベーションの維持ができるかもしれない•

再始動時の環境

• ノーリフト®協会ベーシック認定者4名
• NPO福祉用具ネット第1期実技認定合格者1名
• NPO福祉用具ネット研修第3期受講者1名
（４名受講、内３名は同一法人他施設へ異動）
• リフトリーダー2名
• オムツフィッター3級取得3名

ノーリフト協会研修参加

NPO福祉用具ネット実技認定合格者

（R2年6月）

人
の
環
境

物
の
環
境

• 移乗用具：床走行式リフト3台、脱衣所リフト1台
スタンディングリフト3台、
タッチアップC(回転台)1台
フレックスボード4枚、
スライディングボード10枚
シート・グローブ30名所持
（介護職員、介護支援専門員、機能訓練指導員）

• 見守り支援機器：眠りSCAN1台
• 情報交換ツール：タブレット4台
スマホ（インカム）30台
大型モニター掲示板2台
Googleで情報を管理



再始動時の問題点

• 新入職員に対して指導マニュアルがない
• ノーリフティングケアを継続する教育カリキュラムがない
• 福祉用具は使用しているが腰痛で休む職員がいる
• ご入居者の生活支援に職員都合が優先される
• 手間を嫌がりスピード重視のケアをする職員が存在する

マネジメント
ができていない

• テキストを参考に施設内研修用スライドを作成
• 1回30分、2〜4人づつ38名に対し研修
• 研修終了後、理解度チェックを実施
• 腰痛調査結果を伝える

目標：全職員がノーリフティングケア
を理解する

理解度チェック：全職員100点取得

• 振り返り研修未実施
• 職員都合が優先され、スピード重視のケア

新入職員教育リスト



• 「ヒヤリハット報告」→「気づき報告」名称変更
• Googleフォーム（アンケート集計ツール）を利用
• 1人1日1件以上の報告
• 委員会で週1回2時間の検討会開催

目標：全職員がリスクを抽出できる

• 軽微な事故ではなく、リスクを抽出できるようになった
• 気づき報告 対処率58.9％

• 「ヒヤリハット報告」の主な内容は軽微な事故
• 提出後の対処がほぼ実行されていない

•

目標：ノーリフティングケア技術を
介護看護職員が実践できる

• 勤務時間内に研修を実施
• 研修計画を作成
• 健常者相手にできるまで反復研修
• 予習復習できるよう実技動画を常時再生

実践できる職員できない職員が把握できていない

200項目合格／全288項目 (9項目×32名)
合格率69.4％
チェック表でできない職員がわかる



• 腰痛が原因で仕事を休む
• 座位のご入居者の介助時にリスクあり

目標：中腰にならない環境を作り
新たな腰痛を起こさない

• 始業前にご入居者とラジオ体操
• 業務中は常にシート、グローブを装着
• 中腰姿勢をさせない対策

全く痛くない 以前腰痛になったことがあるが、今は痛くない
痛みまでは感じないが腰が疲れやすい
時々痛い 常に痛い、またはよく痛みがある

抱え上げ“一部あり”４名
研修と実践に行動の差あり
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床走行式リフト

目標：PDCAサイクルを循環させ、
皮下出血、表皮剥離をゼロにする

ご入居者：トイレ移乗後に皮下出血や表皮隔離発見が多発

• 動画撮影し常時再生
• 排泄介助の実践指導
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皮下出血・表皮剥離件数

全職員が同じ支援をすることで原因を見つけやすくなった

• アームサポート内側
の接触が原因

• シーティングを統一

肘周辺の皮下出血 下腿の皮下出血 前腕の皮下出血前腕の表皮剥離



• ラウンドチェック表を作成
• 配置場所を再確認
• 使いやすい環境づくり
• ご入居者の居室変更
• 個人のシート、グローブの定期交換

目標：福祉用具のメンテナンスができる
• 不備、故障に気づいていない
• 清潔保持ができていない
• 決められた場所に戻されていない
• ご入居者との配置場所を検討していない

介護職員が業務中に福祉用具の管理ができるようになった

ラウンドチェック表

• 既存のアセスメントシートが４種類存在
• 職種で書式が異なるが、項目は共通
新アセスメントシートの作成

アセスメントシートを１本化

目標：アセスメントシートが記入で
プランニングできる

３か月毎のカンファレンス資料とし、ケアの見直しを行う



半年後の目標

ノーリフティングケア
発展

達成した項目の継続、カイゼン

委員会の仲間を増やす

身体を守る心構えの育成

「守るっ隊」
労働安全衛生パトロール

異動があっても
体制維持ができる方策

スピード重視のケア消滅

教育マニュアル、育成カリキュラム

ご清聴ありがとうございました


